
(57)【要約】

【課題】　偏心部を支持する軸受への潤滑剤の供給を妨

げない形状のバランサを備えるプランジャ駆動構造を提

供する。

【解決手段】　オイルポンプ１１は、偏心部１２ａを有

する回転軸１２と、回転軸１２の偏心部１２ａを支持す

る針状ころ軸受１３と、針状ころ軸受１３の外輪に当接

して放射状に配置されるタペット１４と、タペット１４

上に配置され、回転軸１２の回転により往復運動するプ

ランジャ１５と、偏心部１２ａの両端に配置されるバラ

ンサ１６とを備える。そして、外輪１３ｂのバランサ３

６と対面する端面の表面粗さをＲｚ≦０．８とする。ま

た、バランサ３６の外輪１３ｂと対面する壁面の表面粗

さをＲｚ≦３．２とする。

【選択図】　　　図１

JP 2007-85290 A 2007.4.5



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 偏 心 部 を 有 す る 回 転 軸 、
　 外 輪 と 、 前 記 外 輪 の 軌 道 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ る 複 数 の こ ろ と を 備 え 、 前 記 偏 心 部 を 支 持
す る こ ろ 軸 受 、
　 前 記 回 転 軸 の 前 記 こ ろ 軸 受 に 隣 接 す る 位 置 に 配 置 さ れ る バ ラ ン サ 、 お よ び
　 前 記 外 輪 に 当 接 し 、 前 記 回 転 軸 の 回 転 に よ り 往 復 運 動 す る プ ラ ン ジ ャ を 備 え 、
　 前 記 外 輪 の 前 記 バ ラ ン サ と 対 面 す る 端 面 の 表 面 粗 さ は 、 Ｒ ｚ ≦ ０ ． ８ μ ｍ で あ り 、
　 前 記 バ ラ ン サ の 前 記 外 輪 と 対 面 す る 壁 面 の 表 面 粗 さ は 、 Ｒ ｚ ≦ ３ ． ２ μ ｍ で あ る 、 プ ラ
ン ジ ャ 駆 動 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 外 輪 の 前 記 バ ラ ン サ と 対 面 す る 端 面 は 、 ラ ッ プ 仕 上 げ さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載
の プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 バ ラ ン サ の 前 記 外 輪 と 対 面 す る 壁 面 は 、 バ レ ル 仕 上 げ さ れ て い る 、 請 求 項 １ ま た は
２ に 記 載 の プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 燃 料 ポ ン プ や ブ レ ー キ 装 置 の オ イ ル ポ ン プ 等 に 使 用
さ れ る プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 自 動 車 用 ブ レ ー キ 装 置 等 に 使 用 さ れ る オ イ ル ポ ン プ は 、 実 開 平 ５ － ８ ３ ３ ７ ２ 号
公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に 記 載 さ れ て い る 。 同 公 報 に 記 載 さ れ て い る オ イ ル ポ ン プ １ は 、 図 ８
に 示 す よ う に 、 偏 心 部 ２ ａ を 有 す る 回 転 軸 ２ と 、 回 転 軸 ２ の 偏 心 部 ２ ａ を 支 持 す る 玉 軸 受
３ と 、 玉 軸 受 ３ 上 に 放 射 状 に 配 置 さ れ る タ ペ ッ ト ４ と 、 タ ペ ッ ト ４ 上 に 配 置 さ れ 、 回 転 軸
２ の 回 転 に よ り 往 復 運 動 す る プ ラ ン ジ ャ ５ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 玉 軸 受 ３ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 内 輪 ３ ａ と 、 外 輪 ３ ｂ と 、 内 輪 ３ ａ お よ び 外 輪
３ ｂ の 間 に 配 置 さ れ た 複 数 の 玉 ３ ｃ と 、 玉 ３ を 保 持 す る 保 持 器 ３ ｄ と 、 軸 受 の 両 端 に 配 置
さ れ 軸 受 内 部 空 間 を 密 封 す る 密 封 シ ー ル ３ ｅ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 構 成 の オ イ ル ポ ン プ １ は 、 回 転 軸 ２ の 回 転 で プ ラ ン ジ ャ ６ を 上 下 動 さ せ る こ と に よ
り 、 オ イ ル の 吸 入 と 圧 送 と を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 同 公 報 に は 、 回 転 軸 ２ の 偏 心 部 ２ ａ が 駆 動 状 態 に お い て ア ン バ ラ ン ス を 生 じ 、 こ
れ に よ る 振 動 等 の 発 生 に よ り 軸 受 及 び モ ー タ の 出 力 軸 等 に 損 傷 を 与 え る 恐 れ が あ る と 共 に
、 伝 動 ポ ン プ の 作 動 音 が 大 き く な る と い う 問 題 点 が 指 摘 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 こ の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 図 １ ０ に 示 す よ う な 、 大 径 部 ６ ａ と 小 径 部 ６ ｂ と
を 有 す る バ ラ ン サ ６ を 用 い る 。 具 体 的 に は 、 偏 心 部 ２ ａ の 両 端 に 、 大 径 部 ６ ａ を 偏 心 方 向
と 逆 方 向 に 向 け て 配 置 す る こ と に よ り 、 大 径 部 ６ ａ と 小 径 部 ６ ｂ と の 遠 心 力 の 差 を 利 用 し
て 、 回 転 軸 ２ の 駆 動 時 に お け る 動 的 不 釣 合 い を 補 正 す る こ と が で き る と 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ５ － ８ ３ ３ ７ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 構 成 の プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構 造 は 、 回 転 軸 ２ と 内 輪 ３ ａ と バ ラ ン サ ６ と は 一 体 回 転 す る
が 、 外 輪 ３ ｂ は 固 定 さ れ て い る の で バ ラ ン サ ６ の 壁 面 と 外 輪 ３ ｂ の 端 面 と の 接 触 部 分 に 摩
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擦 抵 抗 が 生 じ る 。 こ の 摩 擦 抵 抗 は 、 オ イ ル ポ ン プ １ １ の 駆 動 時 に 異 音 や 振 動 の 原 因 と な る
可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 バ ラ ン サ ６ の 壁 面 は 研 削 加 工 等 の 表 面 仕 上 げ が な さ れ て お ら ず 、 ま た 、 外 輪 ３
ｂ の 端 面 は 加 工 時 の 基 準 面 と な る た め 最 初 に 研 削 加 工 は 施 さ れ る も の の 、 以 降 の 加 工 工 程
で 傷 を 生 じ て も そ の ま ま 放 置 さ れ る 。 そ の 結 果 、 接 触 面 の 表 面 粗 さ は 粗 く 、 こ れ が 摩 擦 抵
抗 増 大 の 一 因 と な っ て い る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 の 目 的 は 、 軸 受 と バ ラ ン サ と の 接 触 部 分 に お け る 回 転 抵 抗 を 軽 減 し て
、 駆 動 時 の 異 音 や 振 動 を 抑 え た プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構 造 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 に 係 る プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構 造 は 、 偏 心 部 を 有 す る 回 転 軸 、 外 輪 と 、 外 輪 の 軌 道 面
に 沿 っ て 配 置 さ れ る 複 数 の こ ろ と を 備 え 、 偏 心 部 を 支 持 す る こ ろ 軸 受 、 回 転 軸 の こ ろ 軸 受
に 隣 接 す る 位 置 に 配 置 さ れ る バ ラ ン サ 、 お よ び 外 輪 に 当 接 し 、 回 転 軸 の 回 転 に よ り 往 復 運
動 す る プ ラ ン ジ ャ を 備 え る 。 そ し て 、 外 輪 の バ ラ ン サ と 対 面 す る 端 面 の 表 面 粗 さ は 、 Ｒ ｚ
≦ ０ ． ８ μ ｍ で あ り 、 バ ラ ン サ の 外 輪 と 対 面 す る 壁 面 の 表 面 粗 さ は 、 Ｒ ｚ ≦ ３ ． ２ μ ｍ で
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 構 成 の よ う に 、 互 い に 接 触 す る 外 輪 の 端 面 と バ ラ ン サ の 壁 面 と の 表 面 粗 さ を 所 定 値
以 下 に す る こ と に よ り 、 駆 動 時 の 回 転 抵 抗 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 異 音 や 振
動 を 抑 え た プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構 造 を 得 る こ と が で き る 。 な お 、 本 明 細 書 中 「 Ｒ ｚ 」 と は 、 十
点 平 均 粗 さ に よ る 表 面 粗 さ を 指 す も の と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 外 輪 の バ ラ ン サ と 対 面 す る 端 面 は ラ ッ プ 仕 上 げ さ れ て い る 。 ま た 、 好 ま し
く は 、 バ ラ ン サ の 外 輪 と 対 面 す る 壁 面 は バ レ ル 仕 上 げ さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 接 触 面 の
表 面 粗 さ を 所 定 値 以 下 に す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 本 明 細 書 中 「 ラ ッ プ 仕 上 げ 」 と は 、 砥 粒 を 混 ぜ た 加 工 液 に 覆 わ れ た ラ ッ プ 盤 上 を
製 品 に 圧 力 を 加 え な が ら 滑 ら せ る こ と に よ り 、 表 面 を 高 精 度 に 仕 上 げ る 加 工 法 を 指 す も の
と す る 。 ま た 、 本 明 細 書 中 「 バ レ ル 仕 上 げ 」 と は 、 工 作 物 を 樽 状 容 器 の 中 に 粒 子 状 の 研 磨
材 、 コ ン パ ウ ン ド と と も に 入 れ 、 樽 状 容 器 を 回 転 ・ 上 下 運 動 さ せ る こ と に よ り 行 う 研 磨 方
法 を 指 す も の と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 発 明 は 、 互 い に 接 触 す る 外 輪 の 端 面 と バ ラ ン サ の 壁 面 と を 平 滑 に す る こ と に よ り 、
駆 動 時 の 回 転 抵 抗 を 軽 減 し て 、 異 音 や 振 動 を 抑 え た プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構 造 を 得 る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ ～ 図 ３ を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ イ ル ポ ン プ 用 プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構
造 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 オ イ ル ポ ン プ １ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 偏 心 部 １ ２ ａ を 有 す る 回 転 軸 １ ２ と 、 回 転 軸
１ ２ の 偏 心 部 １ ２ ａ を 支 持 す る 針 状 こ ろ 軸 受 １ ３ と 、 針 状 こ ろ 軸 受 １ ３ の 外 輪 に 当 接 し て
放 射 状 に 配 置 さ れ る タ ペ ッ ト １ ４ と 、 タ ペ ッ ト １ ４ 上 に 配 置 さ れ 、 回 転 軸 １ ２ の 回 転 に よ
り 往 復 運 動 す る プ ラ ン ジ ャ １ ５ と 、 偏 心 部 １ ２ ａ の 両 端 に 配 置 さ れ る バ ラ ン サ １ ６ と を 備
え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 針 状 こ ろ 軸 受 １ ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 内 輪 １ ３ ａ と 、 外 輪 １ ３ ｂ と 、 内 輪 １ ３ ａ お
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よ び 外 輪 １ ３ ｂ の 間 に 配 置 さ れ る 複 数 の 針 状 こ ろ １ ３ ｃ と 、 針 状 こ ろ １ ３ ｃ を 保 持 す る 保
持 器 １ ３ ｄ と を 備 え る 。 ま た は 、 内 輪 １ ３ ａ を 有 さ ず 、 外 輪 １ ３ ｂ の 軌 道 面 に 沿 っ て 針 状
こ ろ １ ３ ｃ が 配 置 さ れ る タ イ プ の 針 状 こ ろ 軸 受 １ ３ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 バ ラ ン サ １ ６ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 大 径 部 １ ６ ａ と 小 径 部 １ ６ ｂ と を 有 し 、 外 径 輪 郭
線 １ ６ ｃ が 、 こ ろ １ ３ ｃ の 外 接 円 と 交 差 す る 形 状 で あ る 。 こ の バ ラ ン サ １ ６ を 図 １ に 示 す
よ う に 大 径 部 １ ６ ａ を 偏 心 方 向 と 逆 方 向 に 向 け て 配 置 す る と 、 こ ろ １ ３ ｃ の 転 動 空 間 が 軸
方 向 か ら バ ラ ン サ １ ６ を 通 し て 投 影 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 オ イ ル ポ ン プ １ １ は 、 偏 心 部 １ ２ ａ を 支 持 す る 軸 受 と し て 、 径 方 向 の 厚 み 寸 法 の 小 さ い
針 状 こ ろ 軸 受 １ ３ を 使 用 す る こ と に よ り 、 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。 そ れ と 同 時 に 、 図
３ に 示 し た よ う な バ ラ ン サ １ ６ は 、 針 状 こ ろ 軸 受 １ ３ に 供 給 さ れ る 潤 滑 剤 の 流 れ を 妨 げ る
こ と が な い の で 、 潤 滑 性 に 優 れ た プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構 造 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 上 記 構 成 の オ イ ル ポ ン プ １ １ に お い て は 、 外 輪 １ ３ ｂ の バ ラ ン サ ３ ６ と 対 面 す る
端 面 に ラ ッ プ 仕 上 げ を 施 す こ と に よ り 、 表 面 粗 さ を Ｒ ｚ ≦ ０ ． ８ と す る 。 ま た 、 バ ラ ン サ
３ ６ の 外 輪 １ ３ ｂ と 対 面 す る 壁 面 に バ レ ル 仕 上 げ を 施 す こ と に よ り 、 表 面 粗 さ を Ｒ ｚ ≦ ３
． ２ と す る 。 こ の と き 、 特 に 突 起 状 の 傷 が 残 ら な い よ う に 留 意 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 の よ う に 、 オ イ ル ポ ン プ １ １ の 駆 動 時 に 接 触 す る 外 輪 １ ３ ｂ の 端 面 と バ ラ ン サ ３ ６
の 壁 面 を 平 滑 に す る こ と に よ り 、 駆 動 時 の 回 転 抵 抗 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、
異 音 や 振 動 を 抑 え た プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構 造 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 上 記 の オ イ ル ポ ン プ １ １ に 使 用 す る バ ラ ン サ と し て 、 図 ４ に 示 す バ ラ ン サ ３ ６ を
使 用 し て も よ い 。 こ の バ ラ ン サ ３ ６ は 、 大 径 部 ３ ６ ａ と 小 径 部 ３ ６ ｂ と を 有 し 、 小 径 部 ３
６ ｂ の 外 形 輪 郭 線 が 外 輪 １ ３ ｂ の 内 側 に 位 置 す る よ う に 図 中 の 斜 線 部 分 を 切 断 し て い る 。
こ れ に よ り 、 オ イ ル ポ ン プ １ １ 駆 動 時 に お け る 外 輪 １ ３ ｂ と バ ラ ン サ ３ ６ と の 回 転 抵 抗 を
軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 に お い て は 、 大 径 部 １ ６ ａ と 小 径 部 １ ６ ｂ と を 有 し 、 小 径 部 １ ６
ｂ の 円 弧 の 中 央 部 を 切 断 し た 例 を 示 し た が 、 こ れ に 限 る こ と な く 、 バ ラ ン サ の 一 方 側 の 壁
面 に 貫 通 孔 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 例 え ば 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す バ ラ ン サ ４ ６ の よ う に 、 大 き な 貫 通 孔 ４ ６ ａ を 設 け て も よ い
し 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す バ ラ ン サ ５ ６ の よ う に 、 小 さ な 貫 通 孔 ５ ６ ａ を 複 数 設 け て も よ い 。
こ の 場 合 は 、 貫 通 孔 ４ ６ ａ ， ５ ６ ａ を 通 っ て 軸 受 に 潤 滑 剤 を 供 給 す る こ と が で き 、 か つ 、
バ ラ ン サ ４ ６ ， ５ ６ に 小 径 部 と 大 径 部 と を 設 け ず に 貫 通 孔 ４ ６ ａ ， ５ ６ ａ の 大 き さ や 数 に
よ っ て 遠 心 力 の 大 き さ を 調 節 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 図 ６ お よ び 図 ７ を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る オ イ ル ポ ン プ 用 プ ラ
ン ジ ャ 駆 動 構 造 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 オ イ ル ポ ン プ ２ １ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 回 転 軸 ２ ２ と 、 回 転 軸 ２ ２ を 支 持 す る 針 状 こ
ろ 軸 受 ２ ３ と 、 針 状 こ ろ 軸 受 ２ ３ の 外 輪 に 当 接 し て 放 射 状 に 配 置 さ れ る タ ペ ッ ト ２ ４ と 、
タ ペ ッ ト ２ ４ 上 に 配 置 さ れ 、 回 転 軸 ２ ２ の 回 転 に よ り 往 復 運 動 す る プ ラ ン ジ ャ ２ ５ と 、 針
状 こ ろ 軸 受 ２ ３ の 両 端 に 図 ３ ～ 図 ５ に 示 し た よ う な バ ラ ン サ ２ ６ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 針 状 こ ろ 軸 受 ２ ３ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 円 周 方 向 で 径 方 向 の 厚 み 寸 法 が 異 な る
偏 心 内 輪 ２ ３ ａ と 、 外 輪 ２ ３ ｂ と 、 偏 心 内 輪 ２ ３ ａ お よ び 外 輪 ２ ３ ｂ の 間 に 配 置 さ れ る 複
数 の 針 状 こ ろ ２ ３ ｃ と 、 針 状 こ ろ ２ ３ ｃ を 保 持 す る 保 持 器 ２ ３ ｄ と を 備 え る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 針 状 こ ろ 軸 受 ２ ３ は 、 偏 心 内 輪 ２ ３ ａ を 有 す る の で 、 回 転 軸 ２ ２ に 偏 心 部 を 設 け る
必 要 が な く な る 。 そ の 結 果 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 実 施 形 態 で 得 ら れ る 効 果 に 加 え て 、
回 転 軸 ２ ２ の 製 造 コ ス ト を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ お よ び 図 ７ に 示 し た よ う な 針 状 こ ろ 軸 受 １ ３ ， ２ ３ は 、 針 状 こ ろ １ ３ ｃ ， ２ ３ ｃ を
保 持 す る 保 持 器 １ ３ ｄ ， ２ ３ ｄ を 有 す る が 、 こ れ に 限 る こ と な く 、 保 持 器 １ ３ ｄ ， ２ ３ ｄ
を 有 さ ず 、 隣 接 す る 針 状 こ ろ １ ３ ｃ ， ２ ３ ｃ が 互 い に 接 触 す る 総 こ ろ 軸 受 で あ っ て も よ い
。 針 状 こ ろ 軸 受 １ ３ ， ２ ３ は 、 針 状 こ ろ １ ３ ｃ ， ２ ３ ｃ の 収 容 本 数 が 多 い ほ ど 負 荷 容 量 が
高 く な る の で 、 針 状 こ ろ １ ３ ｃ ， ２ ３ ｃ を 最 大 限 収 容 し た 総 こ ろ 軸 受 と す る こ と に よ っ て
、 耐 荷 重 性 に 優 れ た プ ラ ン ジ ャ 支 持 用 軸 受 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 上 記 の 各 実 施 形 態 に お い て は 、 偏 心 部 を 支 持 す る 軸 受 と し て 針 状 こ ろ 軸 受 を 使 用
し た 例 を 示 し た が 、 こ れ に 限 る こ と な く 、 外 部 か ら の 潤 滑 油 の 供 給 を 必 要 と す る あ ら ゆ る
こ ろ 軸 受 に 適 用 す る こ と に よ り 、 同 様 の 効 果 を 期 待 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 図 ３ ～ 図 ５ に 示 し た よ う な バ ラ ン サ を 自 動 車 用 ブ レ ー キ 装 置
等 に 使 用 さ れ る オ イ ル ポ ン プ の プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構 造 に 適 用 し た 例 を 示 し た が 、 こ れ に 限 る
こ と な く 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 燃 料 ポ ン プ 用 プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構 造 等 に も 適 用 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 、 図 面 を 参 照 し て こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 こ の 発 明 は 、 図 示 し た 実 施 形
態 の も の に 限 定 さ れ な い 。 図 示 し た 実 施 形 態 に 対 し て 、 こ の 発 明 と 同 一 の 範 囲 内 に お い て
、 あ る い は 均 等 の 範 囲 内 に お い て 、 種 々 の 修 正 や 変 形 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 発 明 は 、 オ イ ル ポ ン プ 用 の プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構 造 に 有 利 に 利 用 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る オ イ ル ポ ン プ 用 プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構 造 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 図 １ に 使 用 さ れ る 針 状 こ ろ 軸 受 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 使 用 さ れ る バ ラ ン サ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 バ ラ ン サ の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 バ ラ ン サ の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る オ イ ル ポ ン プ 用 プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構 造 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 使 用 さ れ る 針 状 こ ろ 軸 受 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の オ イ ル ポ ン プ 用 プ ラ ン ジ ャ 駆 動 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ に 使 用 さ れ る 玉 軸 受 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ８ に 使 用 さ れ る バ ラ ン サ を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ ， １ １ ， ２ １ 　 オ イ ル ポ ン プ 、 ２ ， １ ２ ， ２ ２ 　 回 転 軸 、 ２ ａ ， １ ２ ａ 　 偏 心 部 、 ３
　 玉 軸 受 、 ４ 　 外 輪 、 ５ ， １ ４ ， ２ ４ 　 タ ペ ッ ト 、 ６ ， １ ５ ， ２ ５ 　 プ ラ ン ジ ャ 、 １ ３ ，
２ ３ 　 針 状 こ ろ 軸 受 、 ３ ａ ， １ ３ ａ ， ２ ３ ａ 　 内 輪 、 ３ ｂ ， １ ３ ｂ 、 ２ ３ ｂ 　 外 輪 、 ３ ｃ
　 玉 、 １ ３ ｃ ， ２ ３ ｃ 　 針 状 こ ろ 、 ３ ｄ ， １ ３ ｄ ， ２ ３ ｄ 　 保 持 器 、 ３ ｅ 　 密 封 シ ー ル 、
６ ， １ ６ ， ２ ６ ， ３ ６ ， ４ ６ ， ５ ６ 　 バ ラ ン サ 、 ６ ａ ， １ ６ ａ ， ３ ６ ａ 　 大 径 部 、 ６ ｂ ，
１ ６ ｂ ， ３ ６ ｂ 　 小 径 部 、 １ ６ ｃ 　 外 径 輪 郭 線 、 ４ ６ ａ ， ５ ６ ａ 　 貫 通 孔 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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